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ふくふくまつり開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もみじ通信 
２０２3年 7月 20日発行 

メールマガジン第 32号 

手話サークルもみじ役員会 

手話サークルもみじ今後の予定 

 

７月２０日(木) 10時～11時 30分 

福祉センター地下研修室 

７月２７日（木）10時～11時 

福祉センター地下研修室  

※お問い合わせ shuwamomiji30@yahoo.co.jp 

 

 

四者連絡会のお知らせ 
８月２６日（土）14時～16時 

        福祉センター ２階研修室 

 

 

 会員より 
 

乃南アサさんの小説〔窓〕を読んだ。

主人公は聴覚障がいを持ちながら普通

校に通う女子高生。聾学校に通う男の

子と知り合うが、その学校の正門に〔ろ

う学校〕と表示されているのを見て優し

さを感じたとある。 

彼女は聾の字を辞書で調べたら、 

1.耳の聞こえない人 

2.おろか、くらい 

と出ていてこの字が嫌いになったと。 

耳の上に龍とはなぜだろう。タツノオト

シゴを聾者のマーク使っているのはこの

関係かな。どなたか教えて下さい。 

 

岩戸 五郎  

６月１１日（日）、５年ぶりに「ふくふくまつり」が開催されました。もみじは聴覚障害者協

会の手話体験コーナーのお手伝いをしました。あいにくの大雨で参加があるかどうか心

配でしたが、開始１０時から大勢の参加者でにぎわいました。昨年、今年と TV ドラマで手

話が話題になりましたね。以前は手話体験コーナーを遠目で見て敬遠していたような若

い世代の方、お子さんにせがまれてご家族全員で挑戦！ など今までにない顔ぶれでし

た。そして、みなさんキラキラと目を輝かせて聞こえない方とコミュニケーションをとってい

る時、声のサポートは必要ないと気づきました。人の交流って本当に大切です。コロナ禍

で人に会うことを控えていましたが、こうしてイベントなどに参加すると心が触れ合えるこ

との喜びを実感できますね。とても充実した時間を過ごせました。お疲れさまでした。そし

て考えてみましょう。私たちは手話サークル会員として正しい行動がとれたのか？ あらた

めて振り返ってこれからの活動につなげていけたらいいですね。 
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